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 初夏の夜、阿嘉島の海でみられる造礁サンゴの一 

斉産卵は、マスコミの報道などによって今日では全 

国に知られるようになった。 

産卵時、ポリプはその口部から複数の卵と精子を 

一塊にしたバンドル(egg-sperm bund le )を放出す 

る。バンドルは、水面まで浮上した後、卵と精子に 

解離して、同種の他群体から放出され配偶子と受精 

を行う。多くの種が加わって同日同時刻に一斉産卵 

を行うのはサンゴだけにみられる現象である。なぜ 

このような産卵が行われるのかについては、受精効 

率をあげるためである(Oliver and Babcock 1992) 

とか、他家受精を通じて遺伝子の交流をはかれるた 

め(Willis et al. 1985)、あるいは捕食圧が相対的に 

下がるため(Harrison et al .  1984)等、様々な仮説 

があげられているが、決定的な理由は未だに明らか 

にされていない。 

産卵の翌日、海岸近くには受精した卵や卵を包ん 

でいた粘膜が水面を赤く染めて漂い、砂浜には打ち 

上げられた膨大な量のサンゴの卵で朱色の線ができ 

る。阿嘉島周辺の海では一体どの位の数の卵が放出 

されたのだろうか。 

総産卵量を推定するための基礎資料とするためへ 

私は阿嘉島の海でよくみられるウスエダミドリイシ 

(Acropora  tenuis )を研究対象にして、固定標本を 

解剖して、卵をもつポリプの群体上での分布やポリ 

プ内の卵数を調べ、群体を飼育することによって実 

験室で放出されたバンドル内の卵・精子数を調べ、 

同時に野外に卵コレクターを設置して、群体から放 

出された全ての卵を採取して計測した。そして群体 

の大きさと群体あたりのポリプ数および年間放出卵 

数との関係を推定した。 

 

●採集と測定 

ウスエダミドリイシの群体の形はコリンボース型 

である。これは基部から放射状に横に張り出した枝 

から、上向きにほぼ同長の枝がほぼ等間隔で多数伸 

びてできる形状であり、樹枝状等のサンゴ群体より 

群体の大きさを正確に評価しやすい。サンゴは阿嘉 

島のアゴノハマとマジャノハマの礁内 2 地点から、 

1999 年の 5 月、2000 年の 5、6 月のサンゴの一斉産 

卵の予想日の数日前に、長径約 15cm までは 1 群体 

全てを、これを超える大きさのものは群体の一部を 

ハンマーとたがねを用いて採取した。ただし、直径 

約 30cm の 1 群体のみは全体を採取した。採取後、 

試料は 10%海水ホルマリンで固定し、後日脱灰を 

施してポリプが内包する卵を計数計測した。一方、 

現場で、ポリプが成熟した卵をもつ群体の一部分を 

採取し、産卵までの間、阿嘉漁港付近に沈め、産卵 

の数時間前、ポリプの開口部にバンドルが確認され 

た時点で研究所に持ち帰り、1 群体ずつ現場濾過海 

水を満たしたボールに分けて入れ、産卵するまで暗 

室内に静置した。放出されたバンドルは、マイクロ 

ピペットを用いて 1 群体につき 20～68 個採取し、 

マルチウェルプレート 1 穴に 1 個ずつ収容してバン 

ドル当たりの卵数を数え、同時に、光学顕微鏡下で 

血球算定盤を用いてバンドルごとの精子数を測定し 

た。 

群体の大きさは平面への投影によって長径・短径 
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を計測し、全体の形を楕      

円形と考えて面積(S )を 

求め、これと等しい面積 

をもつ円の直径を群体の 

直径 ( C m ) と した 。そし 

てそれぞれのポリプ数を 

数えて、群体ごとの全ポ 

リ プ 数 を 求 め た 。 

群体上のポリプは全て 

が卵をもつものではない。 

これまで数種のミドリイ 

シサンゴで枝の先端部に 

卵がないことが報告され 

ているので、不妊領域が 

群体全体に占める割合を 

測定し、さらにそれぞれ 

の領域のポリプ数の 40～ 

5 0 %程度をピンセットに 

よって取り出し、実体顕 

微鏡下でポリプを解剖して卵の有無を確かめ、卵数 

を計数した。こうして群体ごとの全卵数が計測でき 

た。 

卵コレクターには、その乾燥重量の 60～70 %が 

脂質であるため浮上する性質をもつ卵を溜め、かつ 

海中での卵の回収が可能な標本ビンをコレクターの 

上部末端に装着して、野外で産卵の兆しが見えたと 

きに 3 群体に、それぞれ群体全てを覆うように被せ 

た (図 1 ) 。そして産卵開始後は、卵が標本ビン内 

で懸濁する精子によって溶解するのを防ぐため、産 

卵が完全に終了するまで 2 時間ごとに標本ビンを回 

収し、水中で新しいビンと交換した。回収した卵は 

5 %海水ホルマリンで固定し、後に元田式分割器を 

用いて全体の 8 分の 1 を計数し、全数に換算した。 

また、バンドルの放出が終わった碧羊体は、その後も 

観察を続け、最終的に枝の一部を採取して固定・脱 

灰を施し、ポリプを解剖して、卵の存在の有無(生 

み残しがあるかどうか)を調べた。 

●結果と考察 

測定に用いたウスエダミドリイシは 1999 年に 6 

月 2 日、2000 年に５月 26 日および 6 月 17 日に産卵 

した。 

群体の大きさと 1 群体あたりのポリプ数の関係 

は 、 図 2 の よ う に な っ た 。 ポ リ プ 数 ( y ) は 

y = 5 4 . 3 x 2 . 0 3 [ x =群体直径(cm ) ]となり、群体が大き 

くなるにつれ増大した。 

群体はある一定の高さに達すると、鉛直方向への 

成長はあまり行わなくなる。卵を持つ全ての群体の 

枝先端付近にはポリプの密度が高い不妊領域がみら 

れるが、一般に群体中心部の枝ほど不妊領域が短く、 

縁辺部に向かってその長さが増す傾向があった。中 

央部から鉛直方向に伸張する枝は、成長を抑えて卵 

を形成するため不妊領域が小さくなり、枝の先端に 

近いところでも卵を形成するようになる。一方、縁 

辺部では成長に多くのエネルギーを費やすために不 

妊領域が大きくなったと思われる。また、群体基部 

付近では、ポリプの密度が低くなり、また、卵を有 
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するポリプの割合もやや低くなる傾向がみられた 

が、このことはポリプの活発な増殖がここでは行わ 

れず、卵形成よりむしろ骨格を堅固にして大きい群 

体をしっかりと支える石灰化がより活発に行われて 

いるのではないかと考えられる。 

 ポリプの密度(9 群体)は不妊領域で平均 31 .0 個 

/cm2、抱卵領域では 15.1 個/cm2 で、両者に有意な違 

いが認められた(p＜O.05 )。卵形成が確認された群 

体の最小サイズは直径 11.6cm で、卵を形成しない 

群体は、直径 7.4cm から 15cm の間にみられた。こ 

のことから考えると、ウスエダミドリイシでは群体 

の直径が約 10～20cm の間で、ある一定の高さに達 

すると、卵形成が始まると考えられる。 

 ポリプ内の卵数は年によって異なり、19 9 9 年は 

平均値で 9.3 個、2000 年は 11.4 個で両年の間に有 

意差が見られた(p＜0 . 0 5 )。また、群体間の比較で 

は、1999 年は平均値で 8.7～10.7 個、2000 年では 

9 . 8～13 . 0 個となり、群体間においても差が見られ 

た。 

 一方、一つのバンドル内の卵数と精子数は表 1 の 

通りである。ウスエダミドリイシの 1 バンドル内卵 

数の平均値は 10.6 個で、比較のために求めたコユ 

ビミドリイシ A .  d ig i t i f e r a  ( 5 . 7 個)やハナガサミド 

リイシ A .  n a s u t a  ( 8 . 9 個 )より多く、種間で有意 

な差がみられた(p＜0 . 0 5 )。精子数にも種間で差が 

見られた。ウスエダミドリイシではポリプ内卵数と 

バンドル内卵数との間に有意な差はみられなかった 

ことから、1 ポリプからのバンドル放出数は 1 個で 

あ る こ と が確かめ られた 。 ち なみに大矢 ・ 岩尾 

( 1 9 9 8 ) は 、ウスエダミドリイシなど 6 種のミドリ 

表 1．ミドリイシ属サンゴ 3種の 1バンドルあたりの卵数及び精子数 

図 2． ウスエダミドリイシ (Acropora tenius）の

群体サイズ(直径)とポリプ数の関係 

図 3． ウスエダミドリイシ(Acropora tenius) の群体

サイズ(直径)と卵数の関係 

     ○はコレクターによる計測 



みどりいし, (13) : 26-29, (2002) 

 

 

29 

イシ属サンゴで同様の報告をしている。 

群体の直径 ( x ) と 1 群体あたりの卵数 ( y )の関 

係は、y=0 .62x 3 . 7 8 となり、群体が大きくなるにつれ、 

右上がりに増大した(図 3 )。直径 30 cm のウスエ 

ダ ミ ド リ イ シ 1 群 体 か ら 放 出 さ れ る 総 卵 数 は 

23 . 7 6×10 4  個程度といえる。群体サイズが大きく 

なるにつれ卵数が指数的に増加したのは、成長に伴 

う有卵ポリプの増加とともに、群体サイズが大きく 

なると不妊領域の長さが相対的に短くなる (H a l l 

and Hughes 1996)ことが関係しているようである。 

なお、群体の採取日以前にこの種の産卵は見られな 

かったことと、一斉産卵後は卵が消失していたこと 

から、群体内の卵は全て一斉産卵時に 1 回で放出さ 

れたと考えられた。 
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